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電子バーンスタイン波のみで維持された球状トカマクプラズマにおける
最外殻磁気面からのプラズマ噴出現象の観測

Observation of plasma eruptions from the last closed flux surface

in a spherical Tokamak formed by electron Bernstein waves
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LATE装置では、ohmic加熱を用いず電子サイクロトロン加熱のみでプラズマ電流を立ち上げ、球状トカマ
クプラズマを維持する実験を行っている。これまでの実験で、2.45GHzのマイクロ波を用いて生成、維持さ
れたプラズマの最外殻磁気面から、外へ向かってプラズマが噴出していく現象が観測されている。この現象は
プラズマ電流が 5kAを超えた頃から現れはじめ、ミリ波干渉計による密度計測のデータでは、噴出現象が起
きたタイミングで密度低下が見られる。またこの現象に対応して、LATE装置に設置された磁気プローブに
50µs以下の時間幅を持ったスパイク状の信号が現れることが確認されている。
　サンプリング周波数 10MHzの高速ADコンバーターを新規導入し、これまでの 100倍の時間分解能でデー
タ解析を行った。図１に放電波形と、LATEに設置された 14個の磁気プローブのうち、異なるトロイダル角
の位置に置いた２つの磁気プローブの信号を示す。定常状態である時刻 210msから約 4ms間の磁気プローブ
の信号データに対し FFTを行い、クロススペクトル、コヒーレンス、フェイズを求めた。結果を図 2に示す。
5kHzにおけるフェイズの値がゼロでないことから、２つの磁気プローブの磁場スパイク信号間には位相差が
存在することがわかった。
　図３は 1つの磁気プローブを基準にとり、プローブがなすトロイダル角と 5kHzにおけるフェイズの関係を
プロットしたものである。これよりトロイダル方向に位相差が存在し、これまで観測できなかった磁場構造変
化が生じていることがわかる。
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図１　放電波形
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図２　拡大波形
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図３　磁気プローブのなす角と
フェイズ


